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つくろう、あたらしい金沢区。つくろう、あたらしい金沢区。
横浜市や金沢区の課題を解決！
市民に寄り添ったまちにしていきます。

秋秋秋秋号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号号
令和8年令和8年令和8年令和8年

（国民民主党横浜市会議員団 所属）

じゅん子じゅん子じゅん子

つくろう、あたらしい金沢区。つくろう、あたらしい金沢区。つくろう、あたらしい金沢区。つくろう、あたらしい金沢区。つくろう、あたらしい金沢区。

市民に寄り添ったまちにしていきます。
みなさまの声を活動に【道路やトイレの修繕を実現】Check

地域のみなさまからいただいた声をもとに、身近な生活環境の改善に取り組んでいます。

学童や小学校周辺の道路や安全ポールについて、
ご要望を受けて修繕を行いました。金沢土木事務所
にもご協力いただきました。
子どもたちが安心して通行できる環境づくりを、
引き続き進めていきます。

▶ 学童・小学校周辺の安全対策

▶ 金沢文庫駅「さわやかトイレ」も利用再開

しばらく閉鎖されていた金沢文庫駅バスターミナルの公衆トイレ（さ
わやかトイレ）は、ドアの部品が届き、修繕が完了しました。今年
度から利用できるようになっています。
このトイレは、これまでにもドアの不具合による一時閉鎖と修繕が約
６回繰り返されています。製造・販売していたメーカーが事業から撤
退し、部品の調達が難しくなっていることが背景にあります。

全日本製造業コマ大戦を視察しましたCheck

LINKAI横浜金沢のものづくり企業も携わる、横浜発
祥の「全日本製造業コマ大戦」は、中小製造業の高い
技術力を発信するとともに、子どもたちに「ものづく
り」の楽しさを伝える取組です。

こどもたちが実際にコマをつくり、対戦する中で、工夫する
ことや技術の面白さを体験できます。
こうした地域の企業と子どもたちをつなぐ取組をさらに広
げ、次世代のものづくり人材の育成や、市内企業の技術力
向上、企業間連携につなげていきます。
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■ 1978年（昭和53年）生まれ／夫と子供の3人家族

■ 横浜国立大学大学院修了（ダイバーシティ＆インクルージョン専攻）

■ 経営学修士（MBA）、元Apple Japan、米国三井住友銀行勤務

■ 2025年8月　横浜市会議員補欠選挙（金沢区）に初当選

■ 国際・経済・港湾委員会／減災対策推進特別委員会

■ 横浜防災ライセンス（生活資機材取扱リーダー）

■ 党員（日本国籍をお持ちの18歳以上の方）
国民民主党の理念にご賛同いただける方を歓迎します。
【年会費】4,000円
【特　典】◆代表選挙での投票権 ◆政策決定への参加機会
　　　　　◆党員証の発行

横溝じゅん子プロフィール

〒236-0016 横浜市金沢区谷津町380-2A
（りそなATM2階）
TEL：070-8404-4530
MAIL：junko.yokomizo.kokumin
　　　　                           @gmail.com
https://junko-yokomizo.jp
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　　　　　◆党員証の発行

横溝じゅん子プロフィール
【横溝じゅん子事務所】

国民民主党（横溝じゅん子）を応援しませんか？ 党員・サポーター募集中！

■ サポーター（18歳以上・国籍不問）
国民民主党を応援したいという思いをお持ちの方ならどなたでも！
【年会費】2,000円
【特　典】◆党主催イベントへの参加
　　　　　◆日本国民の方には代表選挙での「1/2票」付与
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横浜逗子線のトンネル工事が始まっていますCheck

子どもたちの治療を支えるファシリティドッグを横浜市へCheck

熊本を応援していますCheck

都市計画道路「横浜逗子線（釜利谷六浦地区）」では、現在、トンネルを掘る工事が
進められています。
この路線は、トンネルや橋など、さまざまな土木構造物を整備する大規模な事業で
す。現場では、環境に配慮しながら、1日約1メートルずつ掘削が進められています。
今回はトンネルの建設現場を見学し、工事の進め方や安全対策について説明を受けました。
地域の交通利便性を高める重要な道路整備だからこそ、安全と環境に配慮しながら、
着実に工事が進むことを期待しています。

▶ 横浜市から被災地へ、義援金と職員と水の支援
横浜市会は、議員一同からのお見舞いの気持ちとして、令和８年熊本地震で被
災した熊本市へ義援金 86 万円を送りました。
一日も早く、市民の方々の心安らかな日々の暮らしが取り戻されますことを、
心からお祈り申し上げます。

ファシリティドッグは、専門訓練を受けた犬と看護師がペアとなり、採血や点
滴、リハビリなど、医療現場で子どもたちに寄り添う「医療チームの一員」です。
治療への不安を和らげ、子どもたちの「頑張ろう」という気持ちを支えるだけ
でなく、ご家族にも安心を与える大切な存在です。
日本で常勤する病院はまだ限られています。導入には、医療機関だけでなく、
行政や企業、地域が連携して支える仕組みが必要です。

「第62回日本小児循環器学会総会・学術集会」にて、神奈川県立こども医療センター
で活動するホスピタル・ファシリティドッグについて学びました。

山中横浜市長の辞職を受けてCheck

弁護士による第三者調査の結果、山中市長による日常的かつ継続的なパ
ワーハラスメントが認定されました。９月７日の市会本会議で市長の辞職
が同意される見通しですが、辞職だけで終わらせてはいけません。
傷ついた職員にしっかりと向き合うとともに、なぜ組織として止めること
ができなかったのかを検証し、二度と同じことを起こさない仕組みをつく
る必要があります。
職場のパワハラをなくし、誰もが安心して働ける組織風土をつくること。

そして、子どもたちのいじめ対策も含め、誰もが安心して学び、働ける横浜市を目指して取り組んでまいります。


